
 

２０２４年 

国際仲裁ＡＤＲ 

ワークショップ 
 

プログラム 
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主催：上智大学法科大学院 

協力：長島・大野・常松法律事務所 

後援：一般社団法人 日本商事仲裁協会 
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プログラム 

 

○９月６日 

 

集合場所：２－２１０教室（四谷キャンパス２号館２階） 

本部：２－２０１ 

 

 ９：００ 開会式 

１．御挨拶 

２．御講演「スポーツ仲裁の最近の動向と課題について」（オンライン） 

沖野 眞已 先生（東京大学教授、公益財団法人日本スポーツ仲裁機構機構長）  

３．御協力頂く先生方の紹介 

４．事務連絡 

 

１０：００ 調停準備 

・調停人：各グループで進行等について打合せ 

  →２－２１０ 

・代理人：依頼人と２０分間の打ち合わせ 

  →レッド社：２－２０３ 

   ブルー社：２－２０３ａ 

 

１０：３０ 調停（～１６：４５まで） 

各対戦室 

 

＜昼食＞ 

１２時から１３時の間に昼食休憩を取ってください。 

昼食は、２０１教室にお弁当を用意していますので、２１０教室あるいは 2号館

５階の飲食スペース等でお召し上がりください。 

 

＜依頼者との打合せ＞ 

＊依頼者との打合わせが必要な場合には、以下の部屋を利用してください。 

→レッド社：６－３０５ 

 ブルー社：６－３０６ 

 

１７：００ 振り返りと講評（各対戦室） 

・各グループにおいて、調停人役、依頼人役の先生方より講評を頂き、調停を振り

返ってください。 
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１７：３０ 全体集会（２－２１０） 

・各グループからの調停結果の発表と講評：各学生調停人が発表の後、講評等を行

います。 

 

１８：００ 懇親会（13号館 304室）～２０時ごろまで 

 

 夜間課題 

  調停についての自己分析シートの作成 

→自己分析シートのフォームはメールでお送りします。自分の記入のフォントは８

にしてください。欄が足りなければ、適宜調整してください。全体で 4頁になるよ

うにしてください。 

→自己分析シートは、９月６日２２時までに、メールでに送信してください。代理人

役の方は、チーム単位でまとめて送付してください。 

→自己分析シートは、全参加者に写しが配布されますので、その前提で作成してくだ

さい。 

 

○９月７日 

 

集合場所：２－２１０教室 

本部：２－２０１ 

 

 ９：１０ 調停自己分析 

・自己分析シートの写しを配布したうえで、グループごとに自分達のパフォーマン

スを振り返ります。 

・９月１７日のセッションで、グループ毎に自己分析の結果について発表していた

だきますので、全体で共有すべき点をメモしておいてください。 

 

調停人：２－２０３ 

レッド社：６－３０５ 

ブルー社：６－３０６ 

 

 ９：４５ 仲裁準備 

仲裁人：２－２０３ 

代理人 レッド社：６－３０６ 

  ブルー社：６－３０５ 
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１０：１５ 仲裁（～１５：００まで） 

各対戦室 

 

＜昼食＞ 

１２時から１３時半の間に昼食休憩を取ってください。 

昼食は、２０１教室にお弁当を用意していますので、２１０教室あるいは 2号館

５階の飲食スペース等でお召し上がりください。 

 

１５：１５ 振り返りと講評（各対戦室） 

・各グループにおいて、調停人役、依頼人役の先生方より講評を頂き、調停を振り

返ってください。 

 

１５：５０ 全体集会（２－２１０） 

・各グループの講評を踏まえ、仲裁人役の先生方より公表を頂きます。 

 

１６：３０ 仲裁についての自己分析シートの作成 

→自己分析シートは、全参加者に写しが配布されます。 

→自己分析シートの作成要領は調停の場合と同じです。 

→自己分析シートは、９月７日２１時までに、メールで送信してください。 

 

 夜間課題 

＜代理人＞ 

顧客宛メモの作成（グループで各１通） 

～別途配布される依頼書に基づき、顧客に対する仲裁に関する報告書及び予防的

視点に関する報告書をグループで各１通作成し、提出してください。報告書は、

以下の事項を記載してください。各報告書ともＡ４版で２～３枚です。 

＜仲裁に関する報告書＞ 

①本日の審理の状況 

②仲裁判断の見込み 

＜予防法務的視点に関する報告書＞ 

仲裁審理の結果も踏まえつつ、今後に向けた予防法務的視点からのアドバイ

ス（今後、同種のトラブルを避けるために顧客がとるべき具体的施策（契約等

の書類に関するもの、顧客企業のガバナンスや事務体制に関するものを含む）。 

提出された報告書は９月８日のセッションで参加者に配布され、講評の対象

となります。 

 

＜仲裁人＞ 
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仲裁判断の作成（各対戦ごとに１通：仲裁人間で適宜役割分担していただいて結構で

すが、判断内容については全員で合意したうえで提出してください） 

～対戦室ごとに仲裁判断を作成し、９月８日２時までに提出してください。 

 

○９月８日 

 

集合場所：２－２１０教室 

 

 ９：００ 仲裁自己分析 

・自己分析シートの写しを配布したうえで、グループごとに自分達のパフォーマンス

を振り返ります。 

 

仲裁人：２－２０３ 

レッド社：６－３０６ 

ブルー社：６－３０５ 

 

 ９：４５ 仲裁自己分析結果の発表（２－２１０） 

・各グループから自己分析結果の発表を行って頂きます。その際、 

1.自分自身の評価と他者による評価の異同 

2.何がうまくできて、何がうまくできなかったか 

3.弁護士の先生や教員に質問したい点 

等に触れてください。 

 

１１：００ 準備書面の講評（２－２１０） 

・弁護士の先生方から準備書面について御講評を頂きます。 

 

１２：１５ 昼休み 

＜昼食＞ 

昼食は、２０３教室にお弁当を用意していますので、２０３教室でお召し上がり

ください。 

 

 

１３：００ 予防法務の視点（２－２１０） 

・グループ毎に、前日に提出した予防法務に関する報告書に基づき、レッド社又は

ブルー社の役員会において予防法務の観点からの留意点について説明するとい

う設定のもと、役員会で報告をして頂き、役員（弁護士の先生方）からの質問に
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対応します。 

・弁護士の先生方から予防法務の視点から御講評を頂きます。 

 

１５：１５ 仲裁判断の発表と講評（２－２１０） 

 

１６：１５ 閉会式（２－２１０） 

１．弁護士の先生方からの総評 

２．教員からの総評 

３．最優秀代理人チーム、最優秀調停人・仲裁人の発表 

４．閉会の辞 

 


